
植植植植ええええつつつつけけけけのののの準準準準備備備備
ナスは高温、多照条件を好む作物

で、日当りが悪いと生育不良を起こ

して収量が減りナス独特の光沢がな

くなりやすい。とにかく日当りのよい

場所に作ること。一般にうね立ては、

根の張る範囲を深くすること、排水を

よくすること、通路を確保すること等

を目的として行ない、ここでは、うね

幅180～200cm、うねの中心がやや

盛り気味のカマボコ型になるように作

る。

植植植植ええええつつつつけけけけ
植えつけは晴天無風の暖かい日を

選ぶ。地温15℃以上は確保しておく

ことが大切である。根鉢をくずしたり、

根を乾燥させたりすることがないよう

速くていねいに行う。ポット育苗で鉢

内に根が回っているとき、そのままで

は活着が遅れるので、ポットの外から

手でつまむように押し出すと、痛め

ずに根の先端部をある程度出すこと

ができる。また、植えつけ直後に風

等で株が揺れると活着が遅くなるの

で、仮支柱を立てて誘引する。

植植植植ええええつつつつけけけけ後後後後のののの手手手手入入入入れれれれ
自家菜園の場合は放任栽培がほと

んどであるが、品質のよい柔かい果

実を多収するには整枝が必要であ

る。ナス科植物は花房直下の節の側

枝の伸長がよく、特に第l花直下の

側枝は主枝とほとんどかわらない生

育を示し第1側枝という。これに次ぐ

下の第2側枝も伸長旺盛である。通

常は主枝、第1・2側枝の3本仕立と

し、以下の側枝はすべそ摘除する。

管理面では、水分の維持がポイント

で絶対に乾燥させないこと。追肥は

チッソ、カリを主体に根に負担をかけ

ないように位置を変えて施す。生育

が進み枝数が増えると、通風・採光

が悪くなるので適宜除去する。

収収収収穫穫穫穫
収穫適期は、種子の硬化がまだ始

まらない開花後15～20日ぐらいの未

熟栗である。キュウリ同様、朝か夕方

の涼しいときの収穫が鮮度の持続性

が高い。
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